
第 9回 看護実践学会学術集会 日程表  

  
     2015年 9月 12 日（土）8 ：30～17：00 

  第１会場（大ホール） 第 2会場（第 1研修室） 第３会場（大ホール後） 

８：３０～  開場・受付   ポスター掲示 

９：10～９：15 開会・オリエンテーション     

９：１５～９：２０ 理事長あいさつ     

９：２０～９：４０ 

 会長講演 （第１会場）  20分 

   「「看護管理者としてやるべきこと、そしてさせていただけること」 

    演者：青木きみ代（国立病院機構金沢医療センター看護部長） 

    座長：井田 春子（公立つるぎ病院 看護部長） 

９：４０～９：４５  休憩・口演発表準備  休憩・口演発表準備 休憩・示説発表準備 

９：45～ 

12：00 

9：45～9：55 9：45～10：45  9：45～11：15 

口演 共同１  口演 第３群 O-９～14 示説 第 1群ｐ１～８ 

9：55～10：35 臨床看護（6題） ケア実践・連携（９題） 

口演 第１群 O‐１～４   座長 中西容子 座長 池田真弓 

在宅支援（4題） (金沢市立病院) （金沢医療センター付属金沢看護学校） 

  座長 安田 忍     

（国立病院機構医王病院）     

10：40 ～11：20  10：45～11：15 示説 第 2群ｐ９～１６ 

口演 第２群 O‐5～8 口演 第３群講評 調査・取り組み（8題） 

症状マネジメント（4題）  講評 石川倫子 座長 谷崎 高枝 

 座長 井上淳子 (石川県立看護大学准教授） （金沢医療センター） 

（国立病院機構七尾病院）     

11：20 ～12：00 11：15～12：00   

口演 第１・２群講評 看護交流集会   

講評 大桑麻由美 川島和代   

(金沢大学医薬保健研究域保健学系) （石川県立看護大学）   

12：00～12：10 休憩・会場準備 パネル移動 

12：10～12：40 総会 12：10～12：40   

  12：40～13：30 

ランチョンセミナー１   １

2：40～13：30            

「糖尿病の薬物療法 Up To 

Date」                  講演 

長岡 匡         （金

沢医療センター内分泌・代謝内科

部長）          座長 

池田富三香       （国立

病院機構石川病院看護部長）  

共催（株）大塚製薬 

ランチョンセミナー２ 

12：40～13：30 

「利尿薬に関する最近の話題」      

講演 清水美保               

（金沢大学大学院腎臓内科助教） 

座長：北川清樹 

  (金沢医療センター膠原病科

医長）   共催（株）MSD 

13:30～13:40  休憩・会場準備   

13：40～15：10 

シンポジウム （第１会場）  90分 

 「病床機能分化と看護 ～しなやか看護でバトンタッチ～ 」 

 コーディネーター ：野村 仁美（独立行政法人地域医療機能推進機構金沢病院 看護部長) 

  シンポジスト 

  １）加藤美奈子  国立病院機構名古屋医療センター 看護師長（NP) 

  ２）山本 和恵  石川県済生会金沢病院 看護師長 

  ３）坂本 幸恵  金沢市地域包括支援センターとびうめ 保健師  

  ４）斉藤 元泰  さいとう内科医院 院長 

  ５）西村 民子  国立病院機構 金沢医療センター付属金沢看護学校 教育主事 

15：10～15：20  休 憩・会場準備     

15：20～16：50 

特別講演 （第１会場）   90分 

  「求められる看護の力 －暮らしと自然の回復過程を整える－」 

   講演：川嶋みどり  日本赤十字看護大学名誉教授  

   座長：青木きみ代（国立病院機構金沢医療センター 看護部長） 

16：50～17：00   閉会あいさつ     

 

 

 

 

 



第９回 看護実践学会学術集会プログラム 

 

メインテーマ ：暮らしをつなぐ看護の力 

会 期：2015 年 9 月 12 日（土） 

会 場：石川県地場産業振興センター 本館 

 

A 会場  大ホール（１F） 

 

会長講演  ９：２０～９：４０ 

「看護管理者としてやるべきこと、そしてさせていただけること」 

演者 ： 青木きみ代 （国立病院機構金沢医療センター 看護部長） 

座長 ： 井田 春子 （公立つるぎ病院 看護部長） 

 

シンポジウム  １３：４０～１５：１０ 

「病床機能分化と看護 ～しなやか看護でバトンタッチ ～」 

コーディネーター ： 野村 仁美 独立行政法人地域医療機能推進機構 金沢病院看護部長   

シンポジスト ： 

  １）加藤美奈子 国立病院機構名古屋医療センター 看護師長（NP） 

  ２）山本 和恵 石川県済生会金沢病院 看護師長 

  ３）坂本 幸恵 金沢市地域包括支援センターとびうめ 保健師  

  ４）斉藤 元泰 さいとう内科医院 院長 

   ５）西村 民子 国立病院機構金沢医療ｾﾝﾀｰ付属金沢看護学校教育主事 

 

特別講演  １５：２０～１６：５０ 

「求められる看護の力 －暮らしと自然の回復過程を整える－」 

講演 ： 川嶋みどり  （日本赤十字看護大学名誉教授） 

座長 ： 青木きみ代  （国立病院機構金沢医療センター 看護部長） 

 

ランチョンセミナー  １２：４０～１３：３０ 

 

○ランチョンセミナー1(大ホール 1階) 

「糖尿病の薬物療法 Up To Date」 

講演：長岡 匡 （金沢医療センター内分泌・代謝内科部長）  

座長：池田富三香（国立病院機構石川病院 看護部長） 

共催：株式会社 大塚製薬 

○ランチョンセミナー２（研修室１ 2 階） 

「利尿薬に関する最近の話題」   

講演：清水 美保（金沢大学病院腎臓内科助教 病院内分泌・代謝内科部長）   

座長：北川 清樹（国立病院機構金沢医療センター 膠原病科医長） 

共催：MSD 株式会社 

 

 

一般演題発表 

 

Ａ会場  大ホール 

 
口演 共同研究 １題 ５題  9：45 ～ 10：00 

座長 ： 安田 忍（国立病院機構医王病院 看護部長）  

 

共－１ 一般病院における院内デイケア開催とその効果 

   ○松田美紀 松下育代 浦美奈子 細田有子 宮前朋世 桶田淑恵（石川県済生会金沢病院） 

生源寺 美穂（（金沢大学医薬保健研究域保健学系） 

 

 



口演 第１群  退院および在宅支援に関するもの  ４題  10：00～10：40 

座長 ： 安田 忍（国立病院機構医王病院 看護部長）  

 

O－１ 退院に対する家族の思いの変化 

～自宅退院から施設入所に変更した家族への支援を振り返って～ 

    ○秋田和賀子 （公立つるぎ病院） 

 

O－２ 高齢者二人暮らしの外来化学療法治療を支えるための看護実践 

    ○古川きよみ 中西由美子 中田美香 （能美市立病院） 

 

O－３ 高次脳機能障害を持つ完全片麻痺患者の在宅支援   

～夜間排尿自立に向けて～ 

    ○村田正恵 松本栄子 松田真弓 （公立羽咋病院） 

 

O－４ 白内障手術患者の退院指導に携わる看護師の実態調査 

～眼科経験の有無と看護経験年数の指導方法の違い～ 

    ○高森真弓 廣田一美 若木千恵 （公立能登総合病院） 

 

 

口演 第２群 症状マネジメントに関するもの  ４題   10：40～11：20 

座長 ： 井上 淳子 （国立病院機構七尾病院 看護部長） 

 

O－５ 慢性浮腫国際疫学調査（金沢スタディ） 

第１報：慢性浮腫の有病率および浮腫管理の主観的評価 

    ○清水真佐子 黒木美織 坂本理沙 （金沢大学附属病院） 

高地弥里 山岸愛 （石川県済生会金沢病院） 

     斎藤ねむ （国立病院機構金沢医療センター附属金沢看護学校）  

臺美佐子 土屋沙由美 佐藤文 井内映美 須釜淳子（金沢大学医薬保健研究域保健学系） 

O－６ 慢性浮腫国際疫学調査（金沢スタディ） 

第２報：慢性浮腫が日常生活と QOL に及ぼす影響 

    ○高地弥里 山岸愛 （石川県済生会金沢病院） 

清水真佐子 黒木美織 坂本理沙 （金沢大学附属病院）  

斎藤ねむ （国立病院機構金沢医療センター附属金沢看護学校）  

臺美佐子 土屋沙由美 佐藤文 井内映美 須釜淳子（金沢大学医薬保健研究域保健学系） 

 

O－７ 下肢リンパ浮腫に対する包帯材料の基礎的検討  

～従来法とモビダームⓇとの比較～   

○片山美豊恵 前馬宏子（心臓血管センター金沢循環器病院） 

臺美佐子 （金沢大学医薬保健研究域保健学系） 

 

O－８ 足趾伸展機能つき弾性ソックスによる下肢の血流の変化について 

    ○井上誠 （県立広島大学） 大内隆 （大垣女子短期大学） 

      

第１・２群  講評      11：20～11：45 

  大桑麻由美（金沢大学医薬保健研究域保健学系 教授） 

 

Ｂ会場  第一研修室 

 
口演 第３群 臨床看護に関するもの  ６題  9：45～10：45 

座長 ： 中西 容子 （金沢市立病院 看護部長） 

 

O－９ 東海北陸地方における死産のグリーフケア 

～実施状況と使用されているもの～ 

    ○河端久美子 （金沢大学附属病院）  浅見 洋（石川県立看護大学）  

 

O－10 頭頸部がん治療を受ける糖尿病患者の看護の様相 

    ○中川 さとの（京都大学医学部附属病院） 



稲垣美智子 多崎恵子（金沢大学医薬保健研究域保健学系） 

 

O－11 術前訪問を受けた呼吸器疾患患者の思いの実態調査 

～ 患者の思いに添った術前訪問を目指して～ 

    ○作本裕子 橋本裕美 細川恵子 竹村恵美 中野ちなみ 西本奈緒美  

赤坂弘子 六田彩乃 （金沢大学附属病院）  

大桑麻由美 （金沢大学医薬保健研究域保健学系） 

O－12 当院における口腔アセスメントシート導入への取り組み（第２報） 

～病棟間アンケート調査の結果から～ 

    ○谷口博紀 （やわたメディカルセンター）   

O－13 セルフマネジメンﾄ力が向上するための関わり 

～血糖コントロール不良の患者に対して～     

    ○亀田由紀 （公立松任石川中央病院） 

 

O－14 夜勤専従看護師の健康・生活・安全への意識調査  

    ○橋詰 りえ （浅ノ川総合病院） 

 

第３群 講評      10：45～11：00 

 石川 倫子（石川県立看護大学 准教授） 

 

Ｃ会場（大ホール示説会場） 

 

示説 第１群 ケア実践，連携に関するもの ９題   9：45～10：45 

 

座長 ： 池田 真弓 (国立病院機構金沢医療センター附属金沢看護学校 教員) 

 

P－１ 骨折事故防止への取り組み～全患者のケアを見直して～ 

    ○出雲 外志江 増田佳枝（国立病院機構 医王病院） 

 

P－２ 転倒予防センサーがケア用具となるには 

～患者のセンサー拒否と看護・介護職の意識～   

○宮下 悦子 山下智子 西島澄子 木間美津子  

加藤真由美 （心臓血管センター金沢循環器病院） 

 

P－３ 動く重症心身障がい児（者）に炭酸・アロマオイルを用いた足浴を実施して 

    ○水上 美幸 （国立病院機構北陸病院） 

 

P－５ 外科・消化器外来における看護介入件数増加への取り組みの評価 

    ○中嶋 稚佳子 岩野雅子 大橋摩利 大西真奈美 東康子 （芳珠記念病院） 

 

P－６ 自宅退院へ向けての地域連携と退院支援 

    ○西田真琴 （公立つるぎ病院）  

 

P－７ 経管栄養患者における便性異常の改善 

    ○西川千尋 今井美奈（国立病院機構 石川病院） 

 

P－８ 食べたいという思いに寄り添う看護 

～経口摂取と胃瘻栄養が併用となった患者へ関わり 

    ○木村美穂 東優美 中山恵子 北本かをる （国立病院機構 医王病院） 

 

P－９ 仮）重症心身障がい児の摂食行動 

    ○浅井瑶子 （国立病院機構医王病院） 

 

 

 

 

 



示説 第２群 調査・取り組みに関するもの ８題   9：45～10：30 

 

座長 ： 谷崎 高枝 （国立病院機構金沢医療センター 看護師長）  

 

P－10 集中治療室における勤務形態別の眠気感・不快感の実態調査 

    ○桶作優里 大岡郁美 藤本悦子 石原美智子 （国立病院機構 金沢医療センター） 

 

P－11 看護必要度評価の根拠が明確となる記録を目指した取り組み 

    ○越中知子 （浅ノ川総合病院） 

 

P－12 入院基本料 10 対 1 地域中小病院で取り組む PNS（ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ・ﾅｰｼﾝｸﾞ・ｼｽﾃﾑ）の効果と 

今後の課題 

    ○石原名津子 二谷木綿子 吉川朋恵 池端悦子 （公立穴水総合病院） 

 

P－13 化粧に対する意識と化粧行動についての調査 

    ○吉田和枝 米田昌代 長谷川昇 曽山小織 （石川県立看護大学） 

 

P－14  からだをみる力を育成する科目の構築 （第２報） 

    ○松本晶愛 池田真弓 山田良子 津田朋恵 安田千鶴 

（国立病院機構 金沢医療センター附属金沢看護学校） 

     石川倫子 （石川県立看護大学） 

 

P－15 精神科頓用薬使用に関する看護師の思い 

    ○小野成子 古谷妃美 清水麻香 川上さおり 小倉千里 斎藤奈央 山形仁子 

     （国立病院機構 金沢医療センター） 

 

P－16 精神科病棟における集団体操の効果   

  ○堂前比二美 （国立病院機構 北陸病院） 

 

P－17 服薬教育プログラムにおける情報用紙の再考  

  ○山崎 いずみ （国立病院機構 北陸病院） 

 
 


